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昨
年
12
月
、
遠
別
農
業
高
校
生
が
「
デ
ィ
ス
カ

バ
ー
農
山
村
の
宝
」
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
さ
れ

た
こ
と
は
先
月
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
遠
別

農
業
高
校
生
が
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
や
受

賞
し
た
時
の
気
持
ち
な
ど
を
担
当
の
先
生
に
う
か

が
い
ま
し
た
。

Ｑ
　
受
賞
し
た
と
き
の
気
持
ち
は
ど
う
で
し
た
か
。

Ａ
　
率
直
に
緊
張
し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
し
か
見

た
こ
と
の
な
か
っ
た
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
が

目
の
前
に
い
て
、
会
話
を
し
、
握
手
ま
で
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
本
当
に
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
遠
別
町
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ん
に
協
力

し
て
い
た
だ
き
、
今
回
の
賞
を
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

Ｑ
　
受
賞
後
変
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
　
多
く
の
方
か
ら
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

　
　
し
た
。
本
校
生
徒
も
驚
き
を
隠
せ
な
い
様
子

で
し
た
が
、
日
々
の
取
り
組
み
が
こ
の
よ
う

な
素
晴
ら
し
い
形
で
評
価
さ
れ
た
こ
と
で
自

信
と
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
加
工
ク
ラ
ブ
？
の
人
数
は
何
人
で
す
か
？

Ａ
　
乳
肉
加
工
分
会
が
２
年
生
３
名
、
３
年
生
４
名

　
　
農
産
加
工
分
会
が
２
年
生
７
名
、
３
年
生
３
名

　
　
で
す
。

遠
別
農
業
高
等
学
校

　加
工
製
品
へ
の
思
い

Ｑ
　
製
品
を
開
発
す
る
う
え
で
一
番
苦
労
し
た
こ

と
は
何
で
す
か
。

Ａ
　
タ
コ
ソ
ー
セ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
開

発
事
例
が
な
く
、
世
界
初
の
取
り
組
み
と
な

り
手
探
り
の
研
究
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。

Ｑ
　
新
し
く
開
発
す
る
際
に
気
を
付
け
て
い
る
こ

と
は
何
で
す
か
。

Ａ
　
科
学
性
を
重
視
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
根
拠

を
示
す
研
究
を
進
め
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
産
官
学
（
産
業
界
、
国
、

地
方
自
治
体
、
大
学
や
研
究
機
関
の
総
称
）

の
連
携
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
製
品
を
開
発
す
る
期
間
は
ど
の
く
ら
い
か
か

り
ま
し
た
か
。（
時
間
も
し
く
は
日
数
）

Ａ
　
タ
コ
ソ
ー
セ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
昨
年
３
月

　
　
よ
り
研
究
を
開
始
し
、
12
月
に
製
品
と
し
て

完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

12
月
20
日
に
行
わ
れ
た
販
売
会
に
て
、
タ
コ

ソ
ー
セ
ー
ジ
を
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

Ｑ
　
加
工
だ
け
で
は
な
く
、
遠
農
マ
ル
シ
ェ
で
の

販
売
や
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
ふ
る
さ

と
納
税
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
売
れ
行
き
は
ど
う
で
す
か
。
ま
た
、
困

っ
た
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ
　
本
校
生
産
品
の
売
れ
行
き
は
良
好
で
す
。
今

後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
生
産
品
販
売
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
困
っ
て
い
る
こ
と
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん

が
、
本
校
の
生
産
品
は
授
業
の
中
で
生
産
工

程
等
を
学
ぶ
う
え
で
の
教
材
で
す
。
よ
っ
て

営
利
を
目
的
と
し
た
大
量
生
産
を
し
て
い
な

い
現
状
が
あ
り
、
販
売
会
等
に
お
い
て
せ
っ

か
く
お
越
し
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
１
０
０

％
の
提
供
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
点
が
悩

ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ
　
次
に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
作
り
た
い
で
す
か
。

　
　（
次
の
加
工
製
品
と
し
て
考
え
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。）

Ａ
　
年
間
を
通
し
て
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
（
業

務
を
継
続
的
に
に
改
善
し
て
い
く
手
法
）
に

沿
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
の
時
期
は
、Ｃ（
チ
ェ
ッ
ク
評
価
）Ａ

（
ア
ク
シ
ョ
ン
改
善
）
を
実
施
し
て
お
り
、

こ
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
次
年
度
の
活
動
を

模
索
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
と
て
も
意
欲
的
な
提
案
が
た
く
さ
ん
出
て

い
る
状
況
で
す
の
で
次
年
度
も
地
域
に
根
ざ

し
た
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　
北
海
道
は
、
加
工
技
術
が
遅
れ
て
い
る
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
遠
別
農
業
高
校
が
取
り
組
ん
で
い
る

食
品
加
工
は
素
晴
ら
し
い
活
動
で
あ
り
、
地
元
の

産
物
を
利
用
し
た
加
工
品
は
、
地
域
の
宝
で
も
あ

り
ま
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
や
、
先
生
方
の
日
々
の

努
力
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
北
の
大
地
遠
別
町
で
生
き
生
き

と
学
び
、
遠
別
農
業
高
校
で
の
経
験
が
、
今
後
の

財
産
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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遠別町成人式
　１月12日、マナピィ・21において令和２年遠別町成人式が行われました。うっすらと雪が降る中、華やかな
着物や袴、引き締まったスーツを身にまとい、新成人18人が出席しました。
　はじめに、佐藤教育長の式辞、笹川町長、西畑議会議長より祝福と激励の言葉が述べられました。そして、祝
電披露、記念品贈呈が行われ、新成人一人ひとりが前に出て、自分の近況、感謝の気持ち、これからの抱負を力
強く発表しました。新成人を代表し、誓いのことばを述べたのは斎藤勇一さんと田辺楓佳さん。成人を迎え、新
たな一歩を踏み出す決意と覚悟が感じられました。その後、祝杯を行い、郷土芸能「樹遠太鼓」の演奏を鑑賞し、
式典は終了しました。
　式典終了後は恒例の写真撮影が行われ、同級生や家族との笑顔で写る写真は大切な宝物となるのではないで
しょうか。　
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遠別町消防団出初式
　１月７日、町消防団の出初式が行われました。屋外式では、人員報告に続いて、笹川町長のあいさつ、北川団
長より訓示が述べられました。
　この後、団員らは消防署から神社まで行進し、無火災を願って参拝・玉串奉典を行い、神社を含め町内５か所
で登梯（とてい）が披露されました。今年は新人２名が加わり、合計７名の団員がそれぞれ技を披露しました。
　午後からは、団員、車両、少年消防クラブ員による分列行進が行われ、マナピィ・21にて屋内式を行い、下
記の表彰等が行われました。

北海道知事表彰
10 年以上勤続表彰 団　員 齊　藤　直　也

特 別 功 労 賞

10 年以上勤続表彰

副団長
分団長
団　員
団　員

守　谷　榮　司
大　石　幸　夫
渡　曾　恵　一
坂　川　智　史

特 別 功 労 賞

10 年以上勤続表彰

技 能 功 労 賞
優 良 団 員 表 彰

副団長
分団長
団　員
団　員
団　員
団　員

守　谷　榮　司
大　石　幸　夫
渡　曾　恵　一
坂　川　智　史
齋　藤　雅　樹
原　田　徳　浩

北留萌消防組合管理表彰者

北海道消防協会長表彰
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議会からのたより
第41号

発行：遠別町議会　編集：議会報発行特別委員会

　
12
月
13
日
か
ら
16
日
ま
で
４
日
間
を
会

期
と
し
て
開
催
し
、
報
告
４
件
の
ほ
か
、
選

挙
１
件
、
条
例
の
改
正
等
５
件
、
補
正
予

算
６
件
、
発
議
１
件
、
意
見
案
１
件
の
合

計
18
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
通
り

可
決
し
、
会
期
を
３
日
残
し
て
閉
会
し
た
。

◆
総
務
産
業
常
任
委
員
会
町
内
所
管
事
務

調
査
報
告
に
つ
い
て

◆
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
町
内
所
管
事
務

調
査
報
告
に
つ
い
て

◆
総
務
産
業
常
任
委
員
会
道
内
所
管
事
務

調
査
報
告
に
つ
い
て

◆
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
道
内
所
管
事
務

調
査
報
告
に
つ
い
て

－

　
詳
細
は
10
ペ
ー
ジ
～
12
ペ
ー
ジ
　

－

◆
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補
充
員

の
選
挙
に
つ
い
て

　

・
次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
た
。

氏　

名

住　

所

備　

考

委　員

緒　

方　

通　

記

本
町
２

竹
之
内　

真
優
美

中　

央

鍋　

島　

拓　

信

本
町
５

萩　

谷　

素　

子

本
町
２

補充員

山　

本　

貴　

子

本
町
４

第
１
位

三　

浦　
　
　

睦

幸　

和

第
２
位

家　

入　

麗　

子

北　

浜

第
３
位

藤　

原　

峰　

夫

本
町
４

第
４
位

◆
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

◆
町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

◆
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

◆
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
一
般
会
計
】

・
遠
別
農
業
高
等
学
校
活
性
化

　
（
未
来
を
担
う
人
材
育
成
施
設
建
設
）

　

推
進
事
業
補
助
金　
　

４
０
０
万
円
増

・
福
祉
灯
油
等
購
入
助
成
金

４
８
０
万
円
新
規

・
漂
流
船
解
体
撤
去
工
事４

２
０
万
円
新
規

◆
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け

た
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

提
出
者　

小
森
議
員

　

賛
成
者　

柏
谷
議
員
、
山
本
議
員

　

意
見
案
は
12
月
13
日
の
議
会
定
例
会
で

採
択
さ
れ
、国
の
関
係
機
関
に
送
付
し
た
。

第
８
回
定
例
会

報　
告

議会の主な動き
( 令和元年 11月～令和２年１月）
11月３日
遠別町表彰式に議長外議員７名出席
11月12～16日
全国町村議会議長大会及び留萌管内
町村議会議長会行政視察のため議長
東京都・島根県・鳥取県に出張
11月20日
第５回議会全員協議会開催
11月28日
第２師団長森下陸将を囲む会出席の
ため議長留萌市に出張
11月29日
第３回議会運営委員会開催
12 月３日
第６回議会全員協議会開催
１月６日
遠別町新年交礼会に議長外議員多数
出席
１月７日
遠別町消防団出初式に議長外議員５名
出席
１月９日
第１回議会報発行特別委員会開催
１月11日
留萌駐屯地新春交礼会出席のため
議長留萌市に出張
１月12日
遠別町成人式に議長外議員６名出席
１月17日
遠別商工会新年宴会に議長出席
１月27日
第２回議会報発行特別委員会開催
１月28日
遠別町老人クラブ連合会新年会に議長
出席

主
な
審
議
事
項

主
な
補
正
予
算

意
見
案
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議会からのたより
第41号

町
立
国
保
病
院
の

あ
り
方
検
討
委
員
会
答
申

ー 「
有
床
診
療
所
」が
望
ま
し
い 
ー

　
遠
別
町
立
国
保
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
ま
し
て
、
病
院
の
施
設
整
備
及
び

事
業
形
態
の
見
直
し
な
ど
に
関
し
て
の
検

討
を
行
う
た
め
、
平
成
31
年
２
月
に
設
置

い
た
し
ま
し
た
「
遠
別
町
立
国
保
病
院
の

あ
り
方
検
討
委
員
会
」
の
委
員
11
名
に
よ

り
、
第
１
回
会
議
を
平
成
31
年
３
月
28
日

に
開
催
し
、
７
回
の
検
討
委
員
会
に
て
議

論
と
検
討
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
令
和
元

年
11
月
19
日
に
合
田
慶
光
委
員
長
か
ら
答

申
書
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
報

告
を
い
た
し
ま
す
。
答
申
は
４
点
に
わ

た
っ
て
お
り
、
１
点
目
と
し
て
、
遠
別
町

の
将
来
人
口
の
推
移
を
考
え
る
と「
病
院
」

か
ら
「
有
床
診
療
所
」
へ
の
移
行
が
望
ま

し
い
。
２
点
目
と
し
て
、
病
床
数
は
有
床

診
療
所
の
上
限
で
あ
る
一
般
病
床
19
床
が

望
ま
し
い
。
３
点
目
と
し
て
、
移
転
候
補

地
は
、「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

友
愛

苑
」
敷
地
内
の
町
有
地
が
適
地
と
考
え
ら

れ
る
。
４
点
目
と
し
て
、
有
床
診
療
所
と

し
て
移
転
新
築
し
た
場
合
も
、
今
ま
で
以

上
に
経
営
努
力
に
傾
注
し
、
経
営
の
健
全

化
に
努
め
る
と
と
も
に
医
師
２
名
体
制
な

ど
医
療
従
事
者
の
適
正
な
確
保
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
な
ど
の
内
容
で
答

申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
検
討
委
員

会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
建
替
え
及
び
事
業

形
態
の
見
直
し
に
関
す
る
方
向
性
を
決
定

す
る
参
考
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

遠
別
農
業
高
等
学
校

男
子
寮
増
築

ー 

定
員
超
過
解
消
へ 

ー

　

10
月
10
日
、
議
会
臨
時
会
で
遠
別
農
業

高
等
学
校
を
守
る
会
へ
補
助
金
の
承
認
を

い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
直
ち
に
建
築
確
認

申
請
、
北
海
道
へ
の
建
築
承
認
申
請
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
建
築
確
認
申
請
に
つ

き
ま
し
て
は
、
10
月
25
日
に
確
認
済
証
の

交
付
を
受
け
、
北
海
道
か
ら
の
承
認
に
つ

い
て
は
、
11
月
１
日
付
け
で
承
認
通
知
を

受
け
て
お
り
ま
す
。
建
設
業
者
で
す
が
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
募
集
を
し
、

11
月
26
日
に
本
体
工
事
、
設
備
工
事
、
電

気
工
事
の
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
を
遠
別

農
業
高
等
学
校
を
守
る
会
よ
り
報
告
を
受

け
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
冬
期
間
の
工
事

で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
除
雪
経
費
、
防

寒
養
生
費
、
電
気
設
備
等
の
経
費
が
増

え
、
工
事
費
が
増
額
に
な
り
ま
す
の
で
、

本
定
例
会
に
補
正
予
算
を
提
案
し
て
お
り

ま
す
。
男
子
寮
に
つ
き
ま
し
て
は
、現
在
、

定
員
を
超
え
て
い
る
状
態
で
、
次
年
度
以

降
、
新
入
生
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
適
切

な
生
徒
指
導
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
増

築
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
年
度
内
に
完

成
す
る
運
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
、
遠
別
農
業
高
等
学
校
の
教
育
環
境

の
整
備
に
対
し
、
特
段
の
ご
理
解
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

町
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）　

第
８
回
定
例
会遠別町立国保病院の外観（1/8 撮影）　

建設（増築）中の男子寮（1/17 撮影）　
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議会からのたより
第41号

第  

８  

回  

定  

例  

会  「  

一  

般  

質  

問  

」

１　
町
民
の
交
通
機
関
の
確
保

Ｑ
【
山
本
議
員
】　
今
、
全
国
的
に

人
口
減
少
か
ら
公
共
交
通
機
関
の
廃

業
や
、
運
転
手
が
確
保
で
き
な
い
た

め
、
運
行
数
を
削
減
す
る
な
ど
で
、

住
民
の
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
。
高
齢
に
よ
り
車
を
手
放
す

と
、
バ
ス
と
ハ
イ
ヤ
ー
が
重
要
な
足

と
な
る
。
ま
し
て
や
、
行
政
報
告

で
、「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
に
つ

い
て
、
小
・
中
学
生
の
通
学
や
交
通

弱
者
の
足
と
し
て
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
、重
要
な
交
通
手
段
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
等
を
調
査

す
る
な
ど
運
行
形
態
の
見
直
し
を
行

い
、
よ
り
効
率
良
く
、
安
心
・
安
全

な
交
通
手
段
の
確
保
に
向
け
て
、
検

討
を
重
ね
て
い
く
」
と
あ
る
。
そ
こ

で
、
現
在
、
運
行
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス

事
業
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る

か
、
町
長
に
伺
う
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
本
町
の
み
な
ら

ず
多
く
の
自
治
体
で
は
、
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
少
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及

に
よ
り
、
路
線
バ
ス
利
用
者
の
減
少

が
顕
著
で
、
バ
ス
事
業
者
が
撤
退
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。「
地
域
公
共
交
通
会
議
」
の
合

意
を
得
て
、「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」
と

し
て
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
沿
岸
バ

ス
株
式
会
社
が
運
行
し
て
い
る
。

　
「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」
は
、
学
生
の

通
学
や
地
域
住
民
の
通
院
・
買
い
物

等
、
交
通
手
段
を
持
た
な
い
交
通
弱

者
の
足
と
し
て
、
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
重
要
な
交
通
手
段
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
来
年
10
月
以
降
、
ど
の
よ

う
な
運
行
形
態
が
い
い
の
か
、
地
域

の
移
動
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
交
通
手

段
の
確
保
に
向
け
、
現
在
、
旭
川
運

輸
支
局
及
び
留
萌
振
興
局
、
民
間
事

業
者
等
と
協
議
を
続
け
て
い
る
。
協

議
が
ま
と
ま
っ
た
時
点
で
「
地
域
公

共
交
通
会
議
」
の
合
意
を
得
て
、
町

民
皆
様
に
周
知
す
る
。

Ｑ
【
山
本
議
員
】　
関
係
機
関
と
の

協
議
が
具
体
的
に
ま
と
ま
る
時
期
は

い
つ
か
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
民
営
、
公
営
に

か
か
わ
ら
ず
、
今
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス

の
形
態
を
行
政
と
し
て
守
っ
て
い

く
。
心
配
の
無
い
よ
う
に
進
め
て
い

き
た
い
。

２　
補
聴
器
等
の
補
助

Ｑ
【
山
本
議
員
】　
聴
力
機
能
の
低

下
に
よ
り
、人
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

何
度
も
聞
き
返
す
事
へ
の
心
苦
し
さ

や
、
聞
く
事
や
会
話
を
あ
き
ら
め
た

り
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
り
づ
ら
く
な
り
、
更
に
は
閉

じ
こ
も
り
、
抑
う
つ
状
態
、
認
知
症

等
々
、
難
聴
に
よ
る
生
活
の
不
便
は

多
く
の
高
齢
者
に
と
っ
て
大
き
な
問

題
で
あ
る
。

　
障
害
者
総
合
支
援
法
で
、
中
等
度

難
聴
者
の
高
齢
者
は
補
助
の
対
象
外

で
あ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
聴
覚

障
害
等
級
の
一
番
低
い
６
級
で
は
、

両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
70
デ
シ
ベ
ル

以
上
の
も
の
（
40
㎝
以
上
の
距
離
で

発
声
さ
れ
た
会
話
を
理
解
し
得
な
い

も
の
）
で
、
中
等
度
難
聴
は
、
40
デ

シ
ベ
ル
以
上
70
デ
シ
ベ
ル
未
満
で
、

（
補
聴
器
が
な
い
と
会
話
の
聞
き
取

り
が
難
し
い
）
と
さ
れ
て
い
る
。
地

方
公
共
団
体
の
本
来
の
役
割
で
あ
る

住
民
福
祉
の
増
進
、
や
さ
し
さ
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
遠
別

町
独
自
の
補
聴
器
へ
の
補
助
に
対
し

て
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
補
聴
器
の
購
入

補
助
は
、
聴
覚
障
が
い
の
身
体
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、

所
得
の
状
況
に
も
よ
る
が
、
購
入
費

用
の
９
割
を
市
町
村
が
支
給
し
て
い

る
。
聴
覚
障
が
い
に
よ
る
、
認
知
症

を
予
防
す
る
観
点
か
ら
、
人
と
の
会

話
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
高
齢

者
の
聞
こ
え
の
支
援
の
推
進
と
し
て

補
聴
器
購
入
助
成
制
度
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
確
保
対
策
と

し
て
、有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
40
デ
シ
ベ
ル

以
上
70
デ
シ
ベ
ル
未
満
の
場
合
な
ど

の
中
等
度
の
難
聴
者
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
対
象
と
さ
れ
て
い
な

い
。
本
町
で
何
名
の
該
当
者
が
い
る

か
把
握
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
高
齢
に
よ
る
難
聴
者
等
の
状
況
把

握
や
、
助
成
制
度
の
必
要
性
の
調
査

に
時
間
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

再
質
問

え
ん
べ
つ
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
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Ａ
【
笹
川
町
長
】　
現
在
の
要
綱
は
、

対
象
を
高
校
生
以
上
の
団
体
と
し
て

い
る
。
事
業
の
目
的
の
一
つ
「
町
民

と
の
交
流
」と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

町
内
団
体
か
ら
の
希
望
も
な
く
、
今

の
段
階
で
実
施
で
き
て
い
な
い
状
況

に
あ
る
。
道
内
の
合
宿
を
推
進
し
て

い
る
自
治
体
の
中
で
、
児
童
生
徒
の

団
体
ま
で
対
象
範
囲
を
広
げ
て
い
る

自
治
体
も
数
多
く
あ
る
た
め
、
本
町

に
お
い
て
も
、
よ
り
効
果
的
な
事
業

と
す
る
た
め
に
、
現
在
の
要
綱
を
改

正
し
、
事
業
対
象
の
範
囲
を
児
童
生

徒
の
団
体
ま
で
拡
大
す
る
方
向
で
教

育
委
員
会
と
協
議
し
た
い
。
ま
た
、

児
童
生
徒
へ
の
助
成
額
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
の
実
績
等
を
検
証
し
な

が
ら
、
事
業
目
的
に
あ
っ
た
適
正
な

額
を
設
定
し
た
い
。

議会からのたより
第41号

１　
農
業
後
継
者
へ
の
助
成

Ｑ
【
木
村
議
員
】　
全
国
的
に
農
業
後

継
者
不
足
に
よ
り
農
業
の
高
齢
化
が

進
ん
お
り
、
遠
別
町
に
お
い
て
も
深
刻

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
当
町
に
お
い

て
は
就
業
支
援
な
ど
に
よ
り
、
こ
こ
数

年
新
規
就
農
者
が
出
て
き
て
い
る
。
遠

別
町
で
は
、
農
業
委
員
会
が
中
心
と
な

り
、
農
業
後
継
者
相
談
所
が
立
ち
上
げ

ら
れ
、
農
業
後
継
者
育
成
に
努
力
し
て

い
る
が
具
体
的
な
成
果
が
乏
し
い
状
況

で
あ
る
。

　
道
東
の
浜
中
町
で
は
、
２
０
１
６
年

か
ら
、酪
農
業・漁
業・商
業
も
対
象
に
、

後
継
者
に
対
し
、
１
ヶ
月
５
万
円
の
助

成
を
３
年
間
続
け
る
制
度
を
設
け
、
１

年
目
に
６
名
、
２
年
目
に
３
名
の
後
継

者
が
で
き
た
と
聞
い
て
い
る
。
遠
別
町

に
お
い
て
も
農
業
後
継
者
等
へ
助
成
等

の
制
度
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
全
国
的
に
農
業
後

継
者
不
足
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
等
の

影
響
に
よ
り
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
お

り
、
本
町
に
お
い
て
も
同
様
の
課
題
を

抱
え
て
い
る
。
国
の
「
農
業
次
世
代
人

材
投
資
事
業｣

や
、
農
業
委
員
会
の
事

業
で
あ
る
「
農
業
後
継
者
対
策
補
助
金

制
度
」
を
活
用
し
、
農
業
後
継
者
相
談

所
を
通
し
て
、
農
業
後
継
者
の
確
保
と

農
業
実
習
生
の
受
け
入
れ
に
尽
力
し
て

い
る
。
ま
た
、
遠
別
町
新
規
就
農
者
誘

致
特
別
措
置
条
例
を
平
成
15
年
に
制
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
国

の
制
度
を
活
用
す
る
と
も
に
、
現
行
の

条
例
の
あ
り
方
を
含
め
、
町
と
し
て
新

た
に
支
援
制
度
の
制
定
に
向
け
て
検
討

し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
農
業
情
勢
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
オ
ロ
ロ
ン
農
業
協
同
組
合
、
農
業

委
員
会
を
は
じ
め
と
し
た
各
団
体
と
連

携
し
意
欲
あ
る
担
い
手
の
確
保
と
持
続

的
な
農
業
経
営
、
更
に
は
経
営
安
定
化

に
向
け
取
組
む
事
が
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

２　
パ
ロ
マ
ウ
ツ
ナ
イ
川
整
備

Ｑ
【
木
村
議
員
】　
数
十
年
に
一
度
と

い
う
大
雨
に
全
国
各
地
で
毎
年
襲
わ

れ
、大
き
な
被
害
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

遠
別
町
で
は
、
過
去
に
大
雨
に
よ
る
河

川
の
氾
濫
に
よ
り
、
丸
松
地
区
の
周
辺

の
住
宅
が
浸
水
被
害
に
遭
っ
た
。
そ
の

後
、
氾
濫
し
た
パ
ロ
マ
ウ
ツ
ナ
イ
川
の

氾
濫
対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
伺
う
。

合
宿
の
ふ
る
さ
と
事
業

対
象
団
体
拡
大

Ｑ
【
山
下
議
員
】　
平
成
28
年
度
か

ら
本
事
業
が
始
ま
り
、
初
年
度
は
利

用
団
体
が
無
か
っ
た
と
の
こ
と
だ

が
、
２
年
目
か
ら
は
利
用
団
体
も
増

え
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

現
在
、
本
事
業
要
綱
の
中
で
対
象
活

動
が
「
少
年
団
活
動
、
中
学
校
部
活

動
を
除
く
。」
と
な
っ
て
い
る
が
対

象
に
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

対
象
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
交
流

人
口
も
増
え
、
ま
た
、
利
用
団
体
と

町
内
団
体
と
の
交
流
が
広
が
る
の
で

は
な
い
か
。
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

足寄高等学校野球部来町（令和元年 8月）　

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
パ
ロ
マ
ウ
ツ
ナ
イ

川
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
況
を
把
握
し

な
が
ら
補
修
及
び
工
事
に
よ
り
維
持
管

理
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
26
年
、
27
年

度
に
改
修
工
事
を
行
い
、
そ
の
後
、
農

地
の
浸
水
な
ど
大
き
な
被
害
も
な
く
適

正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
床
さ

ら
い
な
ど
河
川
の
維
持
の
努
め
、
引
き

続
き
適
正
な
管
理
を
し
て
い
く
。

9



総務産業・文教厚生常任委員会町内合同所管事務調査

議会からのたより
第41号

　令和元年９月１３日に総務産業常任委員会と文教厚生常任委員会による町内合同所管事務調査（現地調査）
が行われ、午前中には現地調査活動として、丸松地区海岸保全整備事業の状況等を調査し、午後からは各常任
委員会に分かれ、議会審議の参考に資するため、担当者への事情聴取が行われた。

現地調査活動

事情聴取での調査活動事項

　当該事業の構成員は、遠別漁協青年部、ＪＡオロロン青年部遠別ブロッ
ク、遠別商工会青年部、主に役場職員の個人会員の合計５５名で構成
される青年部連携地域活性化実行委員会で、地域イベント事業などによ
り、まちの振興、地域経済の活性化を図ることを目的に設立された。平
成２９年度は、ひらめ底建網オーナーｉｎ遠別他３事業。平成３０年度
は平成２９年度事業に小学生を対象にした農業・漁業の職場体験を行う
事業を追加した４事業。今年度は、さらに山菜まつり事業他２事業を追
加し、６事業が実施済みである。遠別町を担う若い人達が地域の活性
化のために集まって活動されているのは好ましいことである。現時点で
は主催事業は少ないが、今後の活動に期待したい。

総務産業常任委員会 －　青年部連携地域活性化事業の取り組み状況について　－

8/17　子ども夏まつり

　公衆浴場利用者の状況、施設利用の状況などの聞き取りを行った。
公衆浴場利用者状況については、老人福祉センターに公衆浴場があった
時と比較し、オープン当初は多い状況であったが、現在の利用状況はほ
ぼ同じで特に苦情等もない。施設の利用状況については、地域支え合い
サロン、老人クラブ、その他社協関係団体などが会議室を多く利用して
いる。その他、多世代交流事業として、４回にわたり、イベントを開催し、
絵本読み聞かせ、昔遊び交流などを行い、７月２０日には「なごーみオー
プン１周年記念事業」として、ライブショーとビアガーデンを開催し、約
２００人の町民が参加した。今後も引き続き、子どもからお年寄りまで、
多世代が交流できる憩いの場としての役割を果たすべく、指定管理者で
ある社会福祉協議会と連携し、施設の運営に当たっていただきたい。

文教厚生常任委員会 －　なごーみの利用状況等について　－

なごーみオープン1周年記念事業

丸松地区海岸保全整備事業の状況 作況状況〈久光〉 遠別中学校校舎（内部）の状況

道の駅の状況 旭温泉（内部）の状況 なごーみの状況
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総務産業・文教厚生常任委員会道内合同所管事務調査

議会からのたより
第41号

　令和元年１０月２日から４日にかけて、総務産業常任委員会と文教厚生常任委員会による道内合同所管事務調
査が行われ、総務産業常任委員会柏谷委員長外２名、文教厚生常任委員会山本委員長外３名、議長、派遣職
員１名、随行職員２名の計１１名が出席した。

　2018 年９月６日の胆振東部大震災
では、厚真町で震度７を観測し、人的被害は
死者３７名、負傷者６７名、住家被害は、全壊
２３３棟を含む１，６４７棟で、翌日の各避難所
への避難者は１，１１８名であった。１年余り経
過した現在において、農地や道路など復旧工
事が町内各所で施工されているが、未だに未
施工の災害現場もある。応急仮設住宅は、ト
レーラーハウス、みなし仮設住宅を含め８地
区に１８１戸を建設し、令和元年１０月現在で、
１６４世帯、３６６名が居住している。迅速な仮設住宅の整備等により、被災から約３ヶ月後の１２月６日に町内
全ての避難所を閉鎖している。仮設住宅入居者には、孤立防止や生活支援相談員の配置などを行っている。
　厚真町の実体験から、日頃から災害に向けた備えが大切であり、行政として、受援体制、避難所運営、国・道・

捜索機関等との連絡調整を行う指揮所運営などの訓練、情
報収集・発信体制、避難行動要支援者名簿の更新、福祉避
難所とペット同伴者対策の検討、インフラの強化、電源対
策が必要である。住民も、防災情報を入手し、ハザードマップ、
自主避難、家族等の安否確認などを含めた避難訓練、行政
と連携した避難所運営訓練が必要。応急・復旧については、
災害対策現地情報連絡員の派遣、国や道と連携し、応急期
の技術者や職員の確保、国や道からの中長期派遣に伴う普
及支援機動部隊の制度化、移動電源車や移動基地局の確
保、燃料や食料を含む各界の広域応援体制の整備が必要。
メンタルヘルスケア等の研修、地域の団結力と自治能力の向
上、自主防災組織や防災マスターの育成が必要である。

総務産業常任委員会 －　①災害復旧に向けた取組みについて（厚真町）　－

　ふるさと創生事業基金等を活用し、町が将来にわたり活力と魅力あるまちづくりに資する人材育成の
ため、町内に住所を有し、または町内に勤務する者及び町内で活動している団体やグループに対し、自ら行う研修・
交流事業等に助成している。助成内容は人材育成研修事業は経費の２／３以内で、研修派遣については、上限
は国内が一人１５万円、国外が一人５０万円。地域活性化交流促進事業は、経費の１／２以内で、国内外の交流
促進を目的に派遣する事業の上限は国内一人５万円、国外一人２５万円。今年度からの事業で、研修派遣事業
が２件実施済みで今後４件の研修派遣事業が予定されている。中にはファームレストラン経営を目指す個人によ
る海外研修事業が含まれている。
　高齢化が進む当町において、将来における町の活力
と魅力あるまちづくりに資する人材育成は必要である。
　当町においては、農業・漁業の後継者育成支援、各
種団体への補助による育成支援を行っているところであ
るが、今後の遠別町を担う人材育成において、有望な
個人の資質向上を支援することも遠別町の活性化の先
行投資として必要な時期にきている。雨竜町の取組み
はその一つの方法であり、その取組みを参考に遠別町
にあった人材育成政策を望むものである。

－　②人材育成・うりゅうの未来のまち・ひとづくり事業について（雨竜町）　－

雨竜町議会議場にて

10月3日

10月4日

調査報告

調査報告

次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
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議会からのたより
第41号

議会を傍聴してみませんか
次の定例会は３月上旬 の開催予定です。

【お問い合わせ】
　議会事務局
　電　話　７－２１４７（直通）
　メール　gikai@town.embetsu.hokkaido.jp

詳しくはテレビ電話でご確認ください。

　奈井江町立国民健康保険病院において、人口減少や高齢
化の進行による将来の人口構造を見据え、適正な病床の在り方や地域
の中で安心して生活を続けられる環境づくりに、病院として何ができる
のかなどの検討を行い、平成２８年４月に病床数を９６床から５０床に
削減し、空き病棟となった３階部分をサービス付き高齢者向け住宅に
することとした。
　まとめとして、町立国民健康保険病院内にサービス付
高齢者向け住宅を設置したことにより、医療と介護の一体的
なサービスが提供され、高齢者が安心して暮らせる住まいづ
くり（定住促進）、「生涯活躍のまち」構想による、いきがい
づくりを推進している。当町においては、現在、「病院のあ
り方検討委員会」において、町立国保病院の今後について、
検討がなされているが、奈井江町同様、人口減、高齢化が
進む遠別町においても、医療、介護、定住促進を一体的に
進める方策の一つとして有効であると考える。

文教厚生常任委員会 －　サービス付高齢者向け住宅について（奈井江町）　－ 10月2日

調査報告
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議会からのたより
第41号

シリーズ

あとがき（白井委員）

　本年 2020 年は東京オリンピックが開催され、国内外の方々
の盛り上がりが期待される。日本選手団の「ONE TEAM 」で
の活躍を期待したい。
　今年の干支は「子

ね

」年、十
じっかん

干は「庚
かのえ

」で十二支の「子｣ と
の組み合わせは相性が良いと言われている。新しい事にチャ
レンジするのに適しており、加えて、子孫繁栄と共に十二支の
トップバッタ－ということもあって ｢種の中に新しい生命が生
まれた状態＝命の始まり」 という意味合いも持っている。少
子化が進む現代において、
子供を願う一組でも多くの
夫婦に新しい命が宿ってほ
しいと願うばかりである。

議会報発行特別委員会
委 員 長　　小森　嘉孝
副委員長　　山下　　悟
委　　員　　白井　金治

えんべつ町民 独占インタビュー

遠別中学校野球部３年

千葉　京
けい
史
し
君（左）

遠別中学校女子バレーボール部３年

笹川　琉
る な
那さん（右）

　これまでの中学校生活を振り返ると生徒会、クラ
スにおいてみんなをまとめる苦労があった。部活動で
は少人数で近隣町村との合同チームとなり、練習やコ
ミュニケーションなどが難しい状況ではあったが、野
球、バレーボールそれぞれ全道大会に出場することが
できた。応援してくれた笹川町長を始め、町民の皆さ
んに感謝したいと話す二人。まちの印象を聞いてみる
と、昔から野球、バレーボールなどスポーツが盛んで、
小さい子から高齢の方まで仲が良く、特に町内会活動
がとても充実している。ＩＰ電話を利用したイベントの
告知や、町内が静かで暮らしやすいところが気に入っ
ているとのこと。最後に将来の夢を聞いたところ、千
葉君はプロ野球選手、笹川さんは保育士になりたいと
のこと。野球の強豪校に進学予定の千葉君には是非プ
ロ野球選手になって「出身は遠別町です！」と胸を張っ
て「えんべつ」をＰＲしてもらい、小さい子が大好きだ
という笹川さんには是非「えんべつ」で保育士として
活躍してもらいたいものである。（文責　山下副委員長）

◎遠別町の住民をピックアップし、まちの印象
や、行政、議会に対しての思いなどをインタ
ビューし、議会活動に役立ていきます。

静かで暮らしやすい「えんべつ」がすき

Vol.2

　６ページのタイトル写真は、11月21日、
遠別小学校２年生３名、先生１名が生活
科「えがおのひみつたんけんたい」の学
習で議場を見学した際に撮影しました。

タ イ ト ル 写 真
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健康のススメこころもからだも元気が一番

　寒くて空気が乾燥するこの時期。体調を崩しやすくなってい
ませんか？
　ウイルスによる感染症も例年この時期にピークを迎えます。
　暖かい格好をすることはもちろん、手洗いうがいなどの予
防行動もとても大切です。
　正しい知識をもって、元気に冬を乗り越えましょう！

　寒くて空気が乾燥するこの時期。体調を崩しやすくなってい
ませんか？
　ウイルスによる感染症も例年この時期にピークを迎えます。
　暖かい格好をすることはもちろん、手洗いうがいなどの予
防行動もとても大切です。
　正しい知識をもって、元気に冬を乗り越えましょう！

大切なのは・・・
かからない。広めない。

みんなで元気に冬を乗り越えましょう！

気になる症状があるときは、早めに受診しましょう。

大切なのは・・・
かからない。広めない。

みんなで元気に冬を乗り越えましょう！

気になる症状があるときは、早めに受診しましょう。

【健康に関するご相談は、福祉課保健指導係へ】

　電話 ７－２１２５

【健康に関するご相談は、福祉課保健指導係へ】

　電話 ７－２１２５

症状症状

・風邪のようなせきやのどの痛み
・高熱
・頭痛
・関節痛や筋肉痛

・風邪のようなせきやのどの痛み
・高熱
・頭痛
・関節痛や筋肉痛

かかってしまったときの治療かかってしまったときの治療

☆早めの受診が大切☆
発症してから48時間以内に受診
して抗インフルエンザ薬を処方し
てもらいましょう！
過ぎてしまうと、体内のウイルス
が増えすぎて薬の効果が期待でき
ないかもしれません…

☆早めの受診が大切☆
発症してから48時間以内に受診
して抗インフルエンザ薬を処方し
てもらいましょう！
過ぎてしまうと、体内のウイルス
が増えすぎて薬の効果が期待でき
ないかもしれません…

インフルエンザにかかりやすくな
る要因
●疲れがたまっている
●たばこを吸っている
　→どちらも免疫力を低下させる

インフルエンザにかかりやすくな
る要因
●疲れがたまっている
●たばこを吸っている
　→どちらも免疫力を低下させる

感染力が強い！！
どちらも感染力が強く、周りに広まりや
すいという特徴があります。
だから日頃からいつも以上に、

予防 を意識しておく必要があります。
年中通して大切な手洗い、正しくできて
いますか？
洗い残しやすい部分と正しい手洗いの方
法を見てみましょう。

◎汚れの残りチェック！！
親指や指先、指の間、しわのあるところに汚れ
が残りやすくなっています。
それらの部分をきれいに洗うためにはこんな方
法でやってみましょう。

◎汚れの残りチェック！！
親指や指先、指の間、しわのあるところに汚れ
が残りやすくなっています。
それらの部分をきれいに洗うためにはこんな方
法でやってみましょう。

特に残りやすいところ
残りやすいところ
洗いやすいところ

感染ルート感染ルート

①　人　→　人　（飛沫感染）
　感染した人のせき・くしゃみのしぶきを吸い込む
②　物　→　人　（接触感染）
　感染した人が触れたものに触れる

①　人　→　人　（飛沫感染）
　感染した人のせき・くしゃみのしぶきを吸い込む
②　物　→　人　（接触感染）
　感染した人が触れたものに触れる

かかってしまったら…広めない努力かかってしまったら…広めない努力

①出席停止
　発症した後5日を経過し、かつ(・・)、解熱した後2日
　（幼児は3日）を経過するまで

②せきエチケット
・せき、くしゃみは口と鼻を押さえて他の人から顔をそ

らして1～2ｍ以上離れる。
・鼻水やたんなどを含んだティッシュは、すぐにゴミ箱

に捨てる。
・せき、くしゃみがある

時はマスクをつける。
・マスクは使い捨ての不

織布製のものを使う。

①出席停止
　発症した後5日を経過し、かつ(・・)、解熱した後2日
　（幼児は3日）を経過するまで

②せきエチケット
・せき、くしゃみは口と鼻を押さえて他の人から顔をそ

らして1～2ｍ以上離れる。
・鼻水やたんなどを含んだティッシュは、すぐにゴミ箱

に捨てる。
・せき、くしゃみがある

時はマスクをつける。
・マスクは使い捨ての不

織布製のものを使う。

「予防接種を受けたから、大丈夫」ではない！生活習慣を整えることが大切！「予防接種を受けたから、大丈夫」ではない！生活習慣を整えることが大切！
※インフルエンザワクチンの大きな効果は「重症化予防」です。「発症しない」わけではありません。※インフルエンザワクチンの大きな効果は「重症化予防」です。「発症しない」わけではありません。

呼吸器感染症

インフルエンザ
感染性胃腸炎
ノロウイルス

症状症状

・激しいおう吐や下痢
・人によっては発熱、頭痛も
・激しいおう吐や下痢
・人によっては発熱、頭痛も

かかってしまったときの治療かかってしまったときの治療

おう吐や下痢で脱水になりやすいため、水分
と栄養補給による対症療法で脱水や
体力の消耗を防ぎながら、回復を待
つことになります。
特効薬やワクチンはない…ですが、
感染が広がりやすいため、早く診断を受け、
対処することが重要です。

おう吐や下痢で脱水になりやすいため、水分
と栄養補給による対症療法で脱水や
体力の消耗を防ぎながら、回復を待
つことになります。
特効薬やワクチンはない…ですが、
感染が広がりやすいため、早く診断を受け、
対処することが重要です。

【通常の殺菌用】
調理器具やドアノブ

手すり、床など

【通常の殺菌用】
調理器具やドアノブ

手すり、床など

【汚物の処理用】
おう吐物や便がついた

廃棄物など

【汚物の処理用】
おう吐物や便がついた

廃棄物など

☆次亜塩素酸ナトリウム消毒薬の作り方☆☆次亜塩素酸ナトリウム消毒薬の作り方☆

感染ルート感染ルート

①　食べ物　→　人　（経口感染）
　汚染された食品を食べる
②　人　→　食べ物　→人　（経口感染）
　感染している人が調理する
③　人　→　人　（接触・飛沫・空気感染）
　感染した人のおう吐物や便、触った手すりに触れる
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　汚染された食品を食べる
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　感染した人のおう吐物や便、触った手すりに触れる

かかってしまったら…広めない努力かかってしまったら…広めない努力

本人というよりは周りの人の対応が重要
【正しい汚物処理の方法】
①便・おう吐物をペーパータオルなどで
　外から内へ 、ウイルスを飛ばさないよう

に静かに拭く。
②すぐにビニール袋の中に入れ、密封 する。
　袋の中に0.1％の消毒液を入れるとより効果的！
③ウイルスに汚染された場所は、0.02％の消

毒液を浸した布やペーパータオルで拭き、
１０分後に水拭きする。

　処理中は窓を開けて換気を
しましょう！

！
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　処理中は窓を開けて換気を
しましょう！
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温泉総選挙２０１９　リフレッシュ部門　旭温泉「第２位」！
　温泉総選挙２０１９において、旭温泉がリフレッシュ部門「第２位」となりました。

　リフレッシュ部門とは、「自然との一体感を楽しめるような温泉地や、絶景の露天風呂、散策路がある温泉地」など、

全国から１７温泉がエントリーしている部門です。

　昨年は、第４位という結果でしたが、令和元年９月２日～１２月２０日までの投票期間で、２，８３１票の応援を

いただき、第２位となり、順位を上げました。

　みなさまに愛される温泉として、これからもどうぞよろしくお願いします。

　★　温泉総選挙２０１９　リフレッシュ部門　上位５団体

令和２年度　小学校入学予定者
氏　名

髙　橋　侑　愛

山　下　大　瑠

畳　　　茉　子

青　山　　　凜

小　林　陽　莉

廣　瀨　健　晴

佐々木　杏　樹

塚　原　美　愛

佐　藤　翔　流

保護者

巧

智　加

議　博

真　也

早　香

美　来

隆　史

知奈美

裕　一

住　所

啓　明

幸　和

本町５

北　浜

幸　和

北　浜

本町１

本町１

本町５

カナ名

ユナ

ハル

マコ

リン

ヒマリ

ケンセイ

アンジュ

ミア

カケル

順　位

第１位

第２位

第３位

第４位

第５位

温泉名

やいず黒潮温泉

旭温泉

白金温泉

ぬかびら温泉

万座温泉

投票数

３，８５１票

２，８３１票

２，５６２票

２，４３２票

１，９５４票

市町村名

静岡県焼津市

北海道遠別町

北海道美瑛町

北海道上士幌町

群馬県嬬恋村

氏　名

佐　藤　唯　人

坂　川　蓮　月

髙　橋　美　雪

今　井　　　海

久留宮　麻　白

田　村　隼　太

櫻　井　セ　ラ

愛　場　未　彩

脇　本　桜　和

中　佐　桃　花

保護者

大　輔

智　史

孝　弘

俊

透

清　高

翔　太

彰

茂　樹

聡　洋

住　所

北　浜

北　浜

幸　和

本町２

幸　和

富士見

北　浜

本町１

本町１

丸　松

カナ名

ユイト

ハヅキ

ミユキ

ウミ

マシロ

シュンタ

セラ

ミサ

ヤマト

モモカ

お名前が漏れている方がおりましたら、教育委員会事務局まで連絡してください。
（上記は、就学児童把握のためのもので、生年月日順・敬称略での掲載です。）

■　教育委員会事務局学校教育係
☎７－２３５３
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◆国民年金の加入手続きはしていますか◆
　日本国内に住んでいる２０歳以上６０歳未満の方で、厚生年金保険に加入していない方はすべて国民年金の第１号

被保険者又は第３号被保険者となります。

　会社員・公務員は第２号被保険者になり、会社等で厚生年金保険の加入の手続きを行います。

　会社等を退職した場合、第１号被保険者へは自動的に切り替わりませんので、年金事務所や役場の手続きが必要

です。（併せて失業特例等による保険料納付免除の手続きも行うことができます。）

※　失業特例による免除申請を行う場合、離職票・雇用保険受給資格者証等の書類が必要です。

※　６０歳以上で高齢基礎年金の受給資格期間を満たしていない方や、受給資格期間は満たしているが保険料を納

付した期間が短く、満額（４０年間保険料納付分）の高齢基礎年金が受けられない方は、６５歳になるまで国

民年金に「任意加入」することができます。

■　役場福祉課福祉係　☎７－２１１４
稚内年金事務所　　☎０１６２－３２－１９４１

手続き窓口

必要書類

提出期限

提出者

住所地の市町村窓口又は最寄りの年金事務所

年金手帳又は基礎年金番号通知書

退職日の翌日から１４日以内

本人または世帯主

遠別町内の農地賃貸借等に関する情報の提供について
　平成３１年１月から令和元年１２月末までに締結された農地の賃貸借契約における賃借料水準（10ａ当たり）は

次のとおりとなっていますので、今後、賃貸借権や利用権の設定をする場合の参考にしてください。

　なお、不明な点は農業委員会事務局へお問い合わせください。

■　農業委員会事務局　☎７－２１46

（単位：円）

区　　　分 平均額 最高額 最低額 データ数 備　　考

田
遠別川流域 10,000 10,500 10,000 15 基盤整備終了・未了含

その他地域 8,000   8,000   8,000 1 基盤整備終了・未了含

田（転作田） 遠別町全域 8,000   8,000   8,000 2 基盤整備終了・未了含

畑（普通畑） 遠別町全域 2,500   2,600   1,200 25 基盤整備終了・未了含

畑（牧草畑） 遠別町全域 2,000   2,500   1,000 63 基盤整備終了・未了含

・平均値については、中央値を記載、データ数については、筆数を記載しています。
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警察署から警察署から消防支署から
冬道における交通事故の防止

ストップ・ザ・交通事故
～　めざせ 安全で安心な北海道　～

・余裕を持った運転を
　冬道は天候状況や積雪による渋滞が発生するなど
到着するまでに時間がかかります。目的地までの天
気や道路状況を事前に把握して、時間に余裕を持っ
て出発しましょう。

・スピードダウンと慎重な運転を
　冬道では、スリップによる正面衝突の交通死亡事
故が多発しています。スピードダウンと路面状況にあ
わせた慎重な運転を心がけましょう。

・「急」のつく運転操作は危険
　急発進、急加速、急ハンドル、急ブレーキといっ
た「急」のつく運転操作はスリップにつながり大変
危険ですのでやめましょう。

・交差点に注意
　雪山で見通しが悪い交差点などでは、「車が来て
いるかもしれない」、「歩行者が横断しているかもし
れない」と危険を予測して、徐行と安全確認を徹底
しましょう。

・悪天候に注意
　吹雪や大雪など悪天候時の運転は、吹きだまりや
視界不良による立ち往生等の危険が伴いますので、
不要な外出は控えましょう。
　やむを得ず車で外出するときは、事前に道路情報
を確認するとともに、防寒具やスコップ等を準備しま
しょう。

（警察本部交通部交通企画課）
天塩警察署　℡２‐２１１０
遠別駐在所　℡７‐２１１０

冬期火災予防運動を実施します！

　この運動は、全国各地で住宅火災により死傷者が発
生している現状から当組合管内の住民一人一人に火災
の恐ろしさを認識させるとともに、出火の絶無と火災による
死傷者の発生を未然に防止することを目的としています。

１　運動期間
　　　令和2年2月15日(土) ～ 27日(木)までの13日間
２　統一標語
　　　「ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心」
３　立入検査

65歳以上の独り暮らしの世帯や高齢者世帯を中
心に立入検査を実施致します。

※運動期間前後に立入検査を実施
することもありますのでご協力よ
ろしくお願い致します。

平成31年・令和元年 北留萌消防組合

※平成31年1月～令和元年12月までの統計

火災発生状況について

町 村 別

苫　前　町

羽　幌　町

初 山 別 村

遠　別　町

天　塩　町

幌　延　町

合　　　計

合計 死者 傷者

1

0

0

0

0

0

1

1

10

1

10

1

4

1

3

1

10

1

4

0

1

3

3

12

1

1

0

0

1

0

2

建物 林野 車両

火災の種別
船舶 その他
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※　上記の内容は変更になる場合がありますので、あらかじめ各自で確認してください。

２月 （February）
15㈯ 自動車運転免許更新時講習（マナピィ・21）

13：00 ～優良

16㈰ 第 17 回子どもスキーの日（9：30 ～幸和スキー場）

17㈪ マナピィ・21 図書室休館

18㈫ ひよこタイム（10：00 ～子育て支援センター）

19㈬

20㈭

21㈮

22㈯

23㈰ 【天皇誕生日】
マナピィ・21 図書室休館

24㈪
【振替休日】
マナピィ・21 図書室休館
スポーツセンター休館

25㈫

26㈬

27㈭

28㈮

29㈯

３月 （March）
1 ㈰

2 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

3 ㈫

自動車運転免許更新時講習（天塩町社会福祉会館）
10：00 ～初回
13：00 ～優良
13：45～普通
15：00～違反

4 ㈬

5 ㈭

6 ㈮

7 ㈯

8 ㈰ マナピィ・21 図書室休館

9 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

10㈫ ひよこタイム（10：00 ～子育て支援センター）

11㈬ 乳幼児健診（診察開始 10：30 ～健康管理センター）

12㈭

13㈮

14㈯

15 ㈰

町のカレンダー ２０２０
曜日 月 火 水 木 金

種類 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ 資源ごみ全般

紙おむつ等・衣類等
生ごみ

ペットのふん 郊外地区のみ５種類を全部

○　ごみに関するご不明な点は、『ごみガイドブック』をご覧いただくか、西天北五町衛生施設組合（☎５－1154）
又は住民課生活広報係（☎７－2113）にお問い合わせください。
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皆様のご意見・ご感想をお待ちしております。

町へひとことご意見箱 も ご利用ください。

〒098-3543
遠別町字本町３丁目３７番地 TEL

FAX
遠別町住民課生活広報係

（01632）７－2113
（内 線 113・114）
（01632）７－3695

E－mail：seikatsu.kouhou＠town.
　　　　 　　embetsu.hokkaido.jp

（記事や写真の無断転載は固く禁じます）

（令和２年１月31日現在）
（令和２年１月31日現在）

633
日目

人口

●男   1,267人（－6）
●女   1,351人（－3）

2,618人
（－９）

世 帯 1,333（－3）

「北方領土の日」特別啓発期間
◆北方領土返還要求署名のお願い◆

　戦後、沖縄や奄美大島、小笠原諸島が祖国に復帰する中、歯舞群島、

色丹島、国後島、択捉島の北方四島は未だ祖国に復帰することが実

現していません。

　一日でも早く北方領土の返還を実現するべく、国民一人ひとりの意

思を署名を通じて反映させましょう。

　２月７日は「北方領土の日」です。
　また、１月２１日から２月２０日までを「北方領土の日」特別啓発

期間としています。

　期間中、役場１階ロビーに北方領土返還要求署名コーナーを設置し

ていますのでご協力よろしくお願いします。 ■　役場住民課生活広報係

広報えんべつ１月号の訂正

　広報えんべつ１月号の３Ｐ、西畑議長の新年あいさ

つの中で、「温泉総選挙のリニューアル部門」となっ

ておりましたが、正しくは「温泉総選挙のリフレッシュ

部門」の誤りでした。

　訂正してお詫び申し上げます。

国後島 択捉島

歯舞群島

色丹島

還付申告の日曜受付
２月23日（日）と３月8日（日）

午前８時30分～午後５時
　仕事等で平日に時間が取れない方は、ぜひ
ご利用ください。　　（住民課税務係）

　広報誌に掲載されている写真で、「画像データがほしい」と言う方が

いらっしゃいましたら、役場１階生活広報係までお越しください。

　ただし、あくまで個人用、保存用としていただける場合のみとさせて

いただきます。インターネット投稿やその他掲示板等への掲載、その他

の理由により、お渡しできない場合がありますのでご了承願います。

（まったく関わりのない方や、遠別町に肖像権のない写真についてはお

渡しできませんのでご了承ください。）

広報誌に載っている写真差し上げます広報誌に載っている写真差し上げます


